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　 •  質　　問：「どんな授業を選びたいですか」
　 •  選 択 肢： 「新たな知識が得られる授業」　　「理解する喜びがある授業」 
「要点を覚える授業」　　　　　　「負担が少ない授業」 
「その他」（自由記述）










る。本稿では特に、英語の未来表現のうち、willと be going toの意味および用法の区別にについて









　　a. It will be fine tomorrow.
　　b. I will take that yellow shirt.
　　c. We are going to play basketball after school.
　　d. Beth is coming to the party tomorrow.
(回答数：269) 
 
新たな知識が得られる授業 28.3%        要点を覚える授業 5.6%                     
                           負担が少ない授業 17.4% 
理解する喜びがある授業 39.4% 













（4）  a. typhoon /taɪfú:n/, agree　/əgrí:/ 
b. educate /έʤəkeɪt/, chocolate　/ʧɔ́(:)kələt/ 
c. contest（名：コンテスト）/kάntest / contest（動 :競う）/kəntést/
（5）  ＜アクセント位置の覚え方＞  
a. 語末の音節ににアクセントがあるグループ  















（7）  a. typhόon ⇒ ty（軽）・phoon（重） 
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（8）  a. educate ⇒ e（軽）・du（軽）・cate（重） 







（9）  a. éducate ⇒ e（軽）・du（軽）・cate（重） 








（10）  a. cόntest ⇒   con（重）・test（軽） 













a. 前に 1度出た名詞に 2度目からつける。
John has a car.  The car is silver gray.
b. 常識的にただ 1つしかないものにつける。
The moon travels around the earth.
　　 c. 文脈やその場の状況からそれとわかる名詞につける。
We found a small house.  The window was open.
　　 d. 修飾語句がついて限定されている名詞につける。
The house on the hill is for sale. 
　　 e. theをつける固有名詞
山脈, 群島：the Alps, the Philippines　など
海, 川, 運河：the Pacific , the Thames, the Suez Canal　など
公共建築物：the British Museum, the Lincoln Memorial　など
船舶, 列車：the Titanic, the Orient Express　など















    限定的（theをつける） 非限定的（a/anをつける）
話し手 特定的 特定的 非特定的










（2009））。例えば、世界的に知名度の高いアマゾン川は定冠詞を伴い the Amazon Riverとなるが、






























　　　（i）  de  ter　mi  na　tion 



































谷口一美（編）, 300-310, 開拓社, 東京.
〈学習参考書〉
綿貫陽・マーク・ピーターセン（著）（2011）『表現のための実践ロイヤル英文法』旺文社, 東京.
